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Project 

⑫ 
地域協働専攻 

国際協働グループ 

地域プロジェクト （令和3年度前期～令和3年度後期）  

函館のキャンパスライフ紹介 

【メンバー】 [学   生] 杉山 りん/鈴木 美奏/髙木 初夏/井上 花音 

[担当教員] 西宮 宜昭 

【背景】 

当初、「地球まつり」という異文化交流のイベントの補助（計画から実施と評価まで）を行う予定であったが、

新型コロナウイルス感染症（以下「コロナ」）の影響で中止となった。そのため、前期はHIF(北海道国際交流セ

ンター)主催の「日本語日本文化講座夏季セミナー」において、日本語を学んでいる留学生とZoomでオンライ

ン交流会をした。その際に、「函館の大学生は普段どのように過ごしているのか？」という質問が多かったた

め、後期の活動では私たちのキャンパスライフをパンフレット形式で作成した。 

【目的】 

前期の活動でリクエストがあった、私たちのキャンパスライフ紹介を、パンフレット作成という形で実施した。

留学生の要望を叶えると共に、留学生との交流も活発にし、異文化交流も活性化する。 

【概要】 

前期は、HIFの方々と相談して、「日本語日本文化講座夏季セミナー」に参加させて頂き、日本語や日本文

化を学びたいが、コロナの影響で、来日出来ない留学生たちとオンライン交流会をした。後期は、私たちのキ

ャンパスライフの中から、何を紹介するか決め、それらの作成に必要なものを考えた。写真撮影において、ア

ポイントメントが必要な場合は、自分たちで連絡を取り取得した。写真を用意したら、本文を分担して作成し

た。効果的なイラストも挿入し、パンフレットを完成させた。 

 
【プロセスと成果】 

 

前期はHIFが主催している「日本語日本文化講座夏季セミナー」において、日本語を学んでいる留学生と

Zoom上でオンライン交流会を行った。コロナによる影響を大きく受けている中、オンライン上ではあるものの、

実際に留学生と対話を行うことで日本と海外の文化のリアルな違いを改めて感じることができた。また、留学

生たちと何かを作り上げるプロセスを通して、HIFのサポーター要員として留学生のコミュニケーションを円滑に

行うための補助を行うことができた（図1を参照）。 

後期の活動では、前期の活動で関わった留学生たちの要望に応える形で、キャンパスライフ紹介のパンフ

レットを作成した。コロナ渦で当初予定していた活動から大幅な変更を余儀なくされたが、臨機応変な活動を

行い、前期の活動を後期の活動に関連づけることができた（図2を参照）。 

前期と後期の活動を通して、留学生たちとの交流から、調べたり見聞きするだけではわからない文化

の違いや言語の難しさについて学ぶことができた。コロナによる影響で留学できない人なども多いと思

うが、そこで断念せずにこういったオンラインツールを活用して外国の方と交流することでも、新しい

発見が多数あると感じられたため、より一層活用していくべきと感じた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図2 後期【キャンパスライフ紹介のパンフレット】 図1 前期【留学生とオンラインで交流している様子】 



北海道教育大学函館校     

 

【総括と反省・今後の課題】 

前期は、日本のことをについて興味を持ち、学んでいる海外の方々とオンラインで交流することができた。

残念ながら本来参加する予定であった「地球まつり」というイベントがコロナの予定で中止になってしまったた

め、HIF（北海道国際交流センター）が企画したイベントに参加させていただく、という形になったが、参加者の

意欲は各々から感じられ楽しく活動することができた。 

後期は大学生のキャンパスライフをテーマにパンフレットを作成した。前期よりもグループのメンバーで協力

する場面が増え、作業も増えた。ただ、コロナの影響で直接集まって作業することができなかったので連絡を

とりながら個人で作業をし、進捗を報告し合う形になった。そのため、連絡を直ちに返せないことが課題であっ

た。また、作業を後の方の日程に設定していたところ、コロナの感染状況が悪化したために外や大学内で行う

活動が難しくなってしまい、パンフレット内容を変更せざるを得なくなってしまったので、もっと早め早めに行動

を行うべきであったと感じた。前期と比較してグループのメンバーと手分けして協力することができた。 

後期に作成したパンフレットをHIFの方々にも配布していただくことで、より学校の内だけでなく学外の多くの

方々にも紹介させていただくことが可能になると考えられる。すでに、HIFに作成したパンフレットを送付し、コメ

ントを頂いている。概ねHIFからは良い評価をいただいている。今後は、前期に交流をして留学生たちにパンフ

レットを送り、実際に函館に留学出来るようになった際には、他の留学生たちにも活用して貰えるよう、準備す

る。 

【地域からの評価】 

前期の活動でもらった意見は以下の通りである。 

・函館のキャラクター作りを通して函館の有名な場所

や特徴、観光地を知ることができた 

・Zoomのブレイクアウトルームで留学生と日本人の

グループで日本語で会話してみて新しい単語を覚

えることができた 

・函館のイベントの歴史を学ぶことができた 

 

後期のパンフレットの発表を通してHIFの方々から

頂いたコメントとして以下のような意見があった。 

・学科や授業内容を具体的に説明して欲しい 

・大学生の中で流行っている事を書いて欲しい 

・大学生が実際どのような感じで過ごすのか、とある

1人の1日レポみたいなのようなもので学生の実態

を紹介して欲しい 

・留学生への親愛を表すことばと、この文書の目的

を冒頭に入れて欲しい 

・多言語や、やさしい日本語にして欲しい(日本語が

難しすぎる) 

・教育大函館校のウェブサイトに載っていないような

特徴を入れて欲しい 

・「空きコマ」のように、 若者言葉のような大学生特

有の言葉の紹介をして欲しい 

・｢プリクラ」の説明を詳しくして欲しい 

・作成者のプロフィールを入れて欲しい 

・パンフレットが女子大生目線だったから男子大生

からの視点もいれて欲しい 

【その他】 

年間スケジュール 

 
前

期 

6月 19日 第1回 「体験交流クラスA」 

留学生と一緒に作ろう 【料理】 

7月 10日 第2回 「体験交流クラスA」 

留学生と一緒に作ろう 【ゆるキャラ】 

6月 23日 第3回 「日本語テーブル」 

会話を楽しもう 

6月 30日 第4回 「日本語テーブル」 

会話を楽しもう 

7月 7日 第5回 「日本語テーブル」 

会話を楽しもう 

後

期 

10月～11月 第1回 「編集会議、下書き」 

12月 9日 第2回 「授業風景写真撮り」 

 1月 4日 第3回 「カフェ写真撮り」 

12月～ 1月 第4回 「パンフレット作成」 

2月 第5回 「完成品披露」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


